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安全で安懸しそ暮らせるまちがくりを論ざして
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=岸 髪災磨ゆら′をするため/c~=J笏ガワンデL2θ25
既に 30年以上経過 しましたが、平成 5年 1月 15日 に発生した釧路沖地震の記憶を風化させ
ないため、釧路市連合町内会を含む実行委員会 *では 「防災ワンデー」を毎年開催 しています。

今年も1月 19日 (日 )に観光国際交流センターを会場にして開催 しました。

本事業開催に当た りご協賛、ご協力をいただ

いた関係機関、団体の皆 さまに感謝申しあげま

す。

*防災ワンデー実行委員会 連町の他、釧路市連合防災推
進協議会、釧路市家庭防災推進員連絡協議会、NHK例‖
路放送局、釧路地方気象台で構成されています。

○いま一度確認しましょう。
・家具の固定はできていますか ?
・非常用持ち出し袋の準備はできていますか?

・水や食料の備蓄はありますか?
D避難場所への経路は確認していますか?
0建物の耐震に備えていますか?

防災ワンデーのメインとなる「防災講演会」

では地震学が専門の北大高橋浩晃教授が「地震

と津波のよもやま話」と題 して講演され、「揺

れが震度 4と かでも大津波になる可能性があ
る。大津波警報が出たら『揺れがそんなんでも

ないから大丈夫だ』と勝手に思わないで、とに

かく避難してほしい」と注意を呼び掛けていま

した。

また、小さなお子さんを含む家族みんなで
「防災」に関心を寄せて欲 しいことから、北海

道教育大学釧路校授業開発研究生の協力で寸

劇を交えて 「地震 と津波から命を守るポイン

ト」が伝えられました。

鶴間市長と意見交換会を実施しました 「地区連会長懇談会」開催

1月 27日 (月 )鶴間市長からの呼びかけで
市と連町三役の意見交換会が開催されました。

鶴間市長から、「町内会の加入率向上に向けた

町内会支援のあり方について意見が聞きたい」

との挨拶を受け意見交換が始まりました。

鶴間市長は「市政運営上の課題解決と併せて

町内会の支援のあり方を考えていきたい」とい

う思いもあるようで、市長選挙の折に話題とな

つた街路灯の補助率UPと いう件を含め、「継
続 して意見交換をしていこう」と確認 してこの

日の意見交換会を終えました。

町内会活動の課題 とその解決策などを意見

交換する「地区連会長懇談会」を 2月 13日
(木)に開催 しました。
地区連としての共通の悩みはやはり町内会

の元気がないこと、後継者がいないことで、参

考となる先進事例の紹介を増やして欲 しいと

要望がありました。また、「街路灯やごみステ

ーションの維持管理などで町内会に入つてい

る人に不公平感がある。『町内会に入つてて良

かった』と思える大胆な行政サービスがあつ

ても良いのではないか」という意見も出され

ました。町内会活動の一層の充実を願つて懇

談会を終えました。



新年交礼会を 1月 17日 (金 )に釧路センチュリーキャッ
スルホテルで行いました。黒木会長からの「楽しい町内会づ

くりに向け進 もう」というエールに続き、ご来賓挨拶、「鏡

開き」力`あり、祝宴ではそれぞれのテーブルで日頃の町内会

活動の労をねぎらうとともに、新 しい 1年の決意を誓つて
いました。また、抽選会では、「毛ガニ」、「しめさば」、「海

底力」、「阿寒ポーク」、「オロナミン C」 、「卵 40ケ」などが
出席者にもれなく当たりました。

景品をご提供いただいた事業所様をご紹介します。 (順不同)

日清華堂様、いマルサ笹谷商店様、釧路コールマインⅢ様、い近海食品様、

いマルア阿部商店様、大栄フーズl■l様、藤田印刷開様、91路市水産加工業協

同組合様、い大塚製薬工場釧路工場様、福司酒造l■l様、側北海道ジャパンサポ

ート様、同ラジカルモータース様、Ⅲアシスト様、い北海道新聞釧路支社様、

い釧路新聞社様、中川設備工業様、い山一佐藤紙店様、開いちい青果様、釧

路センチュリーキャンスルホテル様、いムロマチ様、l■l釧路火力発電所様、キリ

ンビールm北海道第 2支店様

= 「全市一斉清掃 (4月 20日 (日 ))」 にご協力をお願いします =
毎年イ月ヽ 舞 ″燿″だ /「春の企膚一斉読 /を設定 ιていま方っ今年ろご′宕のノ7Z
なるとまク、近学路、スト尿 ダ α 物 清掃 /c~ご協力をお願いιままっ

可燃ごみの収集日に排出場所へ !

一斉清掃で集めたごみは、町内会に配付される『環境美化活動用ごみ袋』、または『一斉清掃』と表示し

た透明 (半透明可)の袋に入れて、可燃ごみの収集日に、可燃ごみと同じ場所に出して下さい。空き缶、
ペットボトルなども拾われることと思いますが、上記の袋には分別することなく入れていただいてOK
です。

※『環境美化活動用ごみ袋』は、一斉清掃日以外でも町内会の清掃活動

に使えます。ただし、家庭から出るごみや町内会のレクリエーショ

ン時のごみには使用できません。

※ごみ処理施設に自己搬入する場合は処理手数料がかかります。

しないで連絡を !

処理困難物、粗大ごみなどの不法投棄廃棄物を発見した場合は、回収せずに環境事業課 (電話 31-4551

平日のみ)へご連絡ください。後日現地確認します。
自転車については盗難品の可能性がありますので、動かさずにまずは警察署か交番へご連絡下さい。

土砂の扱いは・・

側溝等の土砂については、事前に道路維持事業所 (電話 24-3322平 日のみ)に清掃予定日・場所等を伝

え、収集を依頼 して下さい。ただし、土砂が少量 (持ち運べる程度)の場合は、丈夫な袋に入れ『清掃ご

み』と表示して、可燃ごみの収集日に可燃ごみと同じ場所に出して下さい。

○ 刈革 0木の枝・落ち葉の出し方は 00
刈草や落ち葉は、透明か半透明の袋に入れて下さい。

刈草の根は、土を落として出して下さい。

剪定した木の枝は、長さ5 0cm以 内にして紐で束ねて下さい。

名前を書いて可燃ごみの収集日に、可燃ごみの排出場所に出して下さい。 1回 につき、 3袋

(束)程度でお願いします。
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*腰椎制動術は腰部脊柱管狭
窄症に対する手術法c局所麻酔

下手術が可能で (手術時間は約

30分～ 1時間)、 椎弓や黄色靭
帯を切除しないため、神経損傷

の危険がない究極の低侵襲手

術法である。

L3/4L4/5棘 突起間にチタン

スペーサーを挿入留置
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創‖路市マチをされいにする推進協議会

○清掃思想の普及

清掃意識 の向上 を図 るた

め、小学校、義務教育学校の

3・ 4年生を対象にポスター
コンクールを実施 していま

す。その作品は表彰式、展示

会にて紹介しているほか、ご

み収集車両にも掲示 し、市民

皆さんへの清掃意識啓発に役

清明Jヽ 3年 西村絋さん 立 て て い ます 。

今後もホームページや SNSを活用し清掃意識
の啓発、一斉清掃の案内、清掃運動への参加を呼び

掛けて行きますので、多くの方のご協力をお願い

いたします。

共に釧路のまちをより美しく保ちましょう。

固 同事務局 (釧路市市民環境部環境事業課内)

Te131-4551  Fax24-4145
E―mail  ka― haikibutu@city.kushiro.lg.jp     彩霧 います。
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釧路市マチをきれいにする推進協議会は、昭

和 61年に 12団体により結成され、次の活動
を行つて本年で40年 となりますc
O清掃意識の啓発
彩 。「マチをきれいにする市民総ぐるみ運動」とし

鰺 ニ                  ミヽさ[
惨 力をいただいています。
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されいなまちをつくりましょう。 1郷土を愛し、世界に誇れるまちをつくりましょう。
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年度当初に次の報告 。申請をお願いします。

(町内会長宛に詳しい案内を届けています)

①広報紙コンクール 申込締切り4月 8日 (火 )
②組織現況調査 町内会総会後速やかに |

③春の一斉清掃 4月 20日 (日 )

④市長・連町表彰 推薦締切り4月 18日 (金 )
⑤町内会活動保険 申込締切り5月 7日 (水 )

―「植樹ます等使用届の提出を !」 &
オンライン受付開始のお知らせ 一

町内会等で市道の植樹ます等に草花の植栽

を希望する場合は毎年届け出が必要です。

なお、令和 7年 4月 1日 よリオンラインでの

届け出も受付けますので (3月 17日 に市のホー

ムページに詳細を掲載します)、 ご利用ください。

固 市道路河川課管理担当 (31-4558)

①データ化支援 (無料)

PC操作が苦手なために町内会の総会資料
を手書きで作成している場合には、連町事務局

でPCに打ち込む作業のお手伝いをしますc作
業には時間を要しますので、支援ご希望の場合

は早めにご相談ください。

②印刷支援 (1原稿 300円 )
町内会総会資料などは、原稿をお持ちいただ

ければ連町で印刷します。業務が重なっている

場合は 2～ 3日 いただくことがあります。

なお、料金体系は違いますが、同様の業務を「市

民活動センターわつと」さんでも提供していま

すので、比較してご利用ください。

回覧板バインダー、会費納入表 配布中

回覧板バインダーや 「町

内会費納入表」 (1-12月 用、

43月 用)を用意していま
す。ご希望の町内会は事務

局でお受け取り下さい。 (持

ち帰り用袋をご持参ください)

※事務局へのお問い合わせは

午前 9時から午後 5時までの

時間でお願いします。

■■ 主な行事予定 ■■
4月 6～ 15日 春の全国交通安全運動
4月 20日 (日)春の全市一斉清掃
5月 17日 (上)市連町定期総会
※次回の連町通信は、4月 25日発行です。

一
回
覧
板
バ
イ
ン
ダ
ー

連町通信は、赤い羽根共同募金の
支援を受けて発行しています。


